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専修大学文学部人文学科社会学コース 1994 年度卒業論文（1995 年 3 月卒業） 

 

【北川隆吉ゼミナール】  

戦後日本資本主義と現代農業危機の構図  

現代日本の都市における住宅問題  

職業としての売春の考察  
－社会と性の問題－  

 

【皆川勇一ゼミナール】  

日本人と東南アジアの女性たち  

中央区における人口減少と再開発  

日本社会における労使関係  

 

【坂本達朗ゼミナール】  

日本の学歴社会  

「余暇」その歴史と未来  

日本及びフランスの家庭教育  

企業運命共同体の形成  

社会的性格の歴史的推移  

しつけに関する社会学的考察  
－都市化と現代文化の影響－  

核家族と現代社会  

日本的集団構造の一考察  

 

【広田康生ゼミナール】  

現代都市における住民自治組織の役割と意味 

都市空間と都市政治の役割  

中国の住宅問題及びその改革  

エスニシティとしての日本人  

地域の産業の変化に関する研究  
－大田区の産業構造を中心に－  

新時代の地方自治  
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しかけとしての J リーグ  

寿ドヤ街における寿生活館の存在・役割  

現代都市における文化的ゲット 
ー形成の可能性 －盛り場論との関連で－  

盛り場と若者に関する社会学的考察  
－渋谷と高校生に焦点を当てて－  

都市空間のステージ性と若者意識に関する研究 
－若者を集客する渋谷を中心にして－  

北朝鮮に関する研究  

 

【宇都榮子ゼミナール】  

高齢者の自殺  
－その防止に関する一考察－  

痴呆症老人の QOL を求めて  
－グループホームを中心に－  

障害児の統合保育について  

ベビーホテルに関する問題について  

精神障害者の小規模作業所について  

高齢者の住宅内事故と高齢化対応住宅の効果  

児童の健全育成活動について  

盲導犬普及を求めて  

高齢社会の住宅  
－安心できる環境とは－  

高齢者住宅福祉についての一考察  
－21 世紀・住みよい高齢社会に向けて－  

 

【柴田弘捷ゼミナール】  

働くことの意味  

エージレス就業社会 

男女雇用均等法と女性労働  

ホテル産業と労働の実態  

労働時間を見つめ直す  

パートタイム・アルバイトの労働力を考える  
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【嶋根克己ゼミナール】  

文化と規制  
－色彩認識における考察－  

ミヒャエル・エンデの作品に見る自己認識論  
－鏡の効用－  

尾崎 豊 論  

同性愛者のアイデンティティと逸脱について  

喫煙行為における自己認識  

子供の自己意識  
－子供の自己をどう知るか－  

若者のメディアコミュニケーション 

－「ニューメディア」ポケットベルについての考察－  

謎多き殺人の解明  
－連続殺人の真相とその背景－  

「神経性無食欲症」に関する社会・心理学的考察  

宝塚の社会学  
－女の園の不思議－ 

家族のなかの男性  
－今、男性は何を求められているのか－  

制服にみる現代高校生のアイデンティティ  

昔話の効果  
－現代における昔話の意義－  

消費行動と自分らしさ  

働く未婚の女性の意識研究  

住まいの社会学  
－人にとって住まいとは何か－  

小説とはなにか  

情報操作のメカニズム  

現代の母親の苦悩  

 

【児島和人ゼミナール】  

若者におけるライフステージによる社会意識の変容  
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高齢者の地域社会への参加  
－その背景・意義・条件－  

うわさの解読  


